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国
労
東
日
本
本
部
は
、
12
月
24
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本

社
よ
り
「社
員
の
多
様
な
働
き
方
の
さ
ら
な
る
推
進
に

つ
い
て
」提
案
を
受
け
ま
し
た
。
（実
施
は
４
月
１
日
）

２
０
１
９
年
３
月
の
乗
務
員
勤
務
制
度
見
直
し
以
降
、

①
乗
務
員
指
導
を
行
う
社
員
の
定
期
列
車
へ
の
乗
務
、

②
支
社
な
ど
企
画
部
門
社
員
の
短
時
間
行
路
乗
務
、

③
当
務
主
務
の
一
部
時
間
帯
乗
務
と
当
直
業
務
組
み

合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
深
度
化
す

る
内
容
で
す
。

提
案
内
容
は
、
①
乗
務
経
験

を
企
画
部
門
業
務
に
反
映
さ
せ

る
、
多
様
な
働
き
方
な
ど
の
観

点
か
ら
、
短
時
間
行
路
以
外
の

乗
務
も
可
能
と
す
る
。
②
支
社

な
ど
企
画
部
門
社
員
の
対
象
者

は
、
２
０
１
９
年
３
月
の
乗
務

員
勤
務
制
度
見
直
し
以
降
に
、

企
画
部
門
に
異
動
し
た
社
員
が

対
象
で
し
た
が
、
乗
務
か
ら
離

れ
て
い
る
期
間
に
よ
ら
ず
対
象

と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

【
組
合
側
】
「
短
時
間
行
路
以

外
の
行
路
」
は
泊
ま
り
行
路
と

い
う
認
識
で
よ
い
の
か
。

【
会
社
側
】
必
要
な
教
育
を
行
っ

た
上
で
、
泊
ま
り
行
路
も
乗
務

し
て
い
た
だ
く
。

【
組
合
側
】
「
乗
務
か
ら
離
れ

て
い
る
期
間
」
と
い
う
表
現
は

幅
が
広
く
、
社
員
の
希
望
や
体

調
・
体
力
、
ま
た
、
離
れ
て
い

る
期
間
の
目
安
な
ど
は
決
め
る

べ
き
で
は
。

【
会
社
側
】
目
安
は
設
け
て
い

な
い
が
、
適
性
検
査
や
教
育
は

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
前
提
で
、

社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
。

【
組
合
側
】
今
回
の
コ
ロ
ナ
対

応
で
は
、
短
時
間
行
路
だ
け
と

は
な
っ
て
い
な
い
し
、
運
転
士

の
当
務
主
務
が
車
掌
業
務
を
行

う
何
で
も
あ
り
の
状
態
に
す
で

に
な
っ
て
い
る
。

【
会
社
側
】
今
回
は
危
機
管
理

か
ら
乗
務
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ま
で
の
社
員
運
用
と
変
わ

ら
な
い
。

【
組
合
側
】
今
回
の
提
案
に
管

理
者
も
含
ま
れ
る
の
か
。

【
会
社
側
】
管
理
者
も
含
ま
れ

る
。
今
回
の
提
案
は
、
社
員
か

ら
短
時
間
行
路
だ
け
で
な
く
他

の
行
路
も
乗
っ
て
み
た
い
と
い

う
意
見
も
踏
ま
え
、
ま
た
勤
務

操
配
面
で
も
希
望
す
る
短
時
間

行
路
が
競
合
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
っ
て
の
提
案
と
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

現
在
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
拡

大
や
自
動
運
転
の
実
証
実
験
な

ど
、
乗
務
員
の
働
き
方
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
社
員
か
ら

は
不
安
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
東
日
本
本
部
で
は
、
１

月
15
日
に
「
解
明
を
求
め
る
事

項
」
「
改
善
を
求
め
る
事
項
」

に
整
理
し
、
申
し
入
れ
を
行
い
、

交
渉
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
月
７
日
に
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
新
幹
線
統
括
本
部
か

ら
、
「
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
等
に

つ
い
て
」
の
提
案
・
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

主
な
項
目
は
、
①
上
野
～
大

宮
間
の
速
度
向
上
、
②
列
車
時

刻
の
見
直
し
・
は
や
ぶ
さ
の
列

車
体
系
見
直
し
、
③
上
越
新
幹

線
Ｅ
７
系
追
加
投
入
、
④
丸
の

内
車
掌
区
が
担
当
し
て
い
る
新

幹
線
乗
務
を
新
幹
線
統
括
本
部

へ
移
管
、
⑤
必
要
な
教
育
を
行
っ

た
う
え
で
、
順
次
担
当
業
務
間

の
相
互
運
用
を
行
う
、
と
い
う

も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
④
に
つ
い
て
は
、

東
京
新
幹
線
運
輸
区
を
設
置
し
、

上
野
新
幹
線
第
二
運
転
所
を
廃

止
し
て
運
転
士
業
務
を
移
管
。

丸
の
内
車
掌
区
の
う
ち
新
幹
線

担
当
部
分
の
移
管
。
⑤
に
つ
い

て
は
、
運
転
士
と
車
掌
の
相
互

運
用
で
す
。

新
設
さ
れ
る
東
京
新
幹
線
運

輸
区
は
、
東
京
駅
日
本
橋
口
付

近
の
ビ
ル
に
設
置
に
な
る
と
の

こ
と
。
新
青
森
・
新
潟
・
長
野

ま
で
担
当
す
る
。
運
転
士
は
泊

18
行
路
・
日
勤
５
行
路
、
車
掌

は
泊
13
行
路
・
日
勤
４
行
路
が

設
定
さ
れ
ま
す
。

【
組
合
側
】
⑤
で
「
必
要
な
教

育
を
行
っ
た
う
え
で
、
相
互
運

用
を
行
う
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
運
転
士
と
車
掌
の
相
互

運
用
と
い
う
理
解
で
よ
い
の
か
。

【
会
社
側
】
そ
の
通
り
で
あ
る

が
、
直
ち
に
相
互
運
用
を
行
う

と
い
う
事
で
は
な
く
、
社
員
運

用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

就
業
規
則
に
則
り
行
っ
て
き
た

が
、
改
め
て
記
載
を
し
た
。

【
組
合
側
】
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
交
渉
時
に
、
本
社
か

ら
は
今
後
そ
う
し
た
運
用
を
行

う
旨
に
つ
い
て
説
明
は
さ
れ
て

い
た
。
確
認
だ
が
、
今
回
の
ダ

イ
ヤ
改
正
で
行
う
も
の
で
は
な

い
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

【
会
社
側
】
具
体
的
に
決
ま
っ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
今
回

の
提
案
を
も
っ
て
可
能
に
し
た

事
で
も
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
運

用
と
変
わ
ら
な
い
が
、
職
名
変

更
後
の
ダ
イ
ヤ
改
正
提
案
で
あ

る
の
で
、
改
め
て
記
載
を
し
た
。

【
組
合
側
】
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
利
用
実
態
が
減
少
し
て
い
る
。

職
場
で
は
経
費
の
節
減
な
ど
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
日
（
１

月
７
日
）
「
非
常
事
態
宣
言
」

も
発
せ
ら
れ
る
中
で
、
減
便
な

ど
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

【
会
社
側
】
ご
利
用
に
応
じ
て

検
討
は
し
て
い
く
が
、
社
会
的

な
使
命
な
ど
も
勘
案
し
て
判
断

し
て
い
く
。

社員の多様な働き方の

さらなる推進

企画部門社員も、短時間行路以外も乗務

運転士と車掌の相互運用実施

東京新幹線運輸区
標準数

区長１ 助役１１
事務３ 乗務１６２【 】

運輸区が入るN-CTCビル（東京駅日本橋口）

新幹線
ダイヤ改正

提案

提
案
時
の
主
な
や
り
と
り

提
案
時
の
主
な
や
り
と
り



賃金実態アンケート
ご協力のお願い

コロナ禍で大変な状況でありますが、
社員の声を会社に届けるため、
簡単なアンケートをお願いしています。
　　　　【対　象】
ＪＲ東日本本体の社員の内、
ＪＲ採用の方
（組合加入・未加入問わず）

●２月末まで取り組みます。
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業
務
部
長
・
職
協
代
表
者
会

議
で
は
、
各
地
方
・
職
協
と
の

意
見
交
換
、
情
報
交
換
が
行
わ

れ
「
エ
ル
ダ
ー
へ
移
行
す
る
が
、

希
望
と
合
わ
ず
退
職
せ
ざ
る
を

え
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
」
（
仙

台
）
、
「
エ
ル
ダ
ー
移
行
も
、

か
な
り
前
か
ら
希
望
を
出
し
て

い
る
の
に
叶
わ
な
い
。
出
向
者

が
少
な
い
会
社
は
問
題
が
多
い
」

（
神
奈
川
）
、
「
社
員
の
成
長
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
称
し
、
助
役

が
行
っ
て
い
た
業
務
を
一
般
職

に
移
し
て
い
る
」
（
神
奈
川
）
、

「
市
議
会
で
『
ワ
ン
マ
ン
運
転

の
意
見
書
』
が
決
議
さ
れ
、
衆
・

参
議
院
、
国
交
省
に
も
提
出
さ

れ
た
」
（
千
葉
）
、
「
コ
ロ
ナ

を
理
由
に
し
て
何
で
も
あ
り
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
。
赤
字
と

言
え
ば
何
で
も
な
し
崩
し
に
。

線
引
き
が
あ
い
ま
い
に
。
そ
こ

を
問
題
と
す
る
組
合
員
も
少
な

く
な
っ
た
」
（
高
崎
）
、
「
ワ

ン
マ
ン
化
で
車
掌
乗
務
が
１
往

復
の
み
に
。
運
転
士
が
兼
務
し
、

車
掌
配
置
が
な
く
な
る
」
（
盛

岡
）
、
「
終
電
繰
り
上
げ
で
、

施
設
職
場
で
は
労
働
強
化
に
繋

が
る
」
（
八
王
子
）
、
「
無
人

駅
に
運
賃
箱
が
設
置
さ
れ
る
が
、

つ
り
銭
は
出
な
い
。
お
客
様
の

善
意
に
期
待
す
る
と
の
こ
と
」

（
秋
田
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
実

態
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

全
体
で
「
感
染
防
止
対
策
を

求
め
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
を
理
由
と

し
た
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
低
下
は

許
さ
な
い
立
場
で
取
り
組
ん
で

い
こ
う
」
と
集
約
を
行
い
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
も
き
ち
ん
と
し

た
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
決

意
を
、
ｗ
ｅ
ｂ
を
通
じ
て
固
め

合
い
ま
し
た
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
か
ら
就
業
規
則
の
改
正
な
ど

に
つ
い
て
の
提
案
を
受
け
ま
し

た
。
実
施
日
は
４
月
１
日
で
す
。

社
員
満
足
度
向
上
施
策
実
施

に
伴
う
規
程
改
正
と
し
て
、
①

新
規
採
用
時
の
有
給
休
暇
付
与

日
数
見
直
し
（
採
用
時
12
日

↓

15
日
な
ど
）
、
②
功
労
表
彰
の

新
設
（
対
象
・
勤
続
15
年
以
上

６
等
級
以
上
）
、
③
永
年
勤
続

休
暇
新
設
、
④
住
宅
手
当
支
給

要
件
の
見
直
し
、
⑤
通
勤
手
当

支
給
要
件
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

そ
の
他
と
し
て
、
⑥
昇
進
規
程

の
改
正
、
⑦
賞
罰
規
程
の
改
正
、

⑧
賃
金
規
定
の
改
正
（
本
年
４

月
初
任
給
改
定
に
伴
う
）
な
ど

の
提
案
を
受
け
て
い
ま
す
。

【
組
合
側
】
功
労
表
彰
の
副
賞

は
？

【
会
社
側
】
現
時
点
で
は
未
定

で
あ
る
。

【
組
合
側
】
現
在
の
勤
続
の
一

番
長
い
社
員
は
？

【
会
社
側
】
10
年
で
あ
る
。
ま

だ
時
間
が
あ
る
の
で
、
今
後
検

討
に
入
る
。

【
組
合
側
】
通
勤
手
当
は
Ｊ
Ｒ

東
日
本
同
等
に
す
る
と
い
う
こ

と
か
？

【
会
社
側
】
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
基

準
に
合
わ
せ
た
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
か
ら
当
社
雇

用
に
な
っ
た
段
階
で
扱
い
が
変

わ
る
事
象
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
今
回
合
わ
せ
る
こ
と
に
し

た
。

【
組
合
側
】
初
任
給
改
定
に
伴

う
逆
転
防
止
の
経
過
措
置
に
つ

い
て
は
い
つ
明
ら
か
に
す
る
の

か
？

【
会
社
側
】
新
賃
金
交
渉
の
時

に
示
し
た
い
。

毎
月
議
員
会
館
前
で
行
わ
れ

て
い
る
19
日
行
動
「
い
の
ち
を

ま
も
れ
！
学
術
会
議
の
任
命
拒

否
撤
回
！
安
倍
前
首
相
国
会
喚

問
！
改
憲
手
続
法
強
行
許
す
な
！

改
憲
反
対
！

＃
１
２
１
９
議

員
会
館
前
行
動
」
（
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
な
ど
の
共
催
）

が
12
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
は
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
の
高
田
さ
ん

よ
り
、
菅
政
権
の
悪
政
に
対
し

怒
り
の
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
、

各
政
党
よ
り
野
党
連
合
に
よ
る

政
権
打
倒
な
ど
連
帯
の
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。
「
桜
を
見
る
会
」

を
追
及
す
る
法
律
家
の
会
の
泉

沢
弁
護
士
よ
り
「
前
夜
祭
問
題

が
急
激
に
動
き
始
め
て
い
る
」

と
動
向
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

宗
教
家
を
代
表
し

て
武
田
さ
ん
か
ら

「
戦
没
者
の
遺
骨

が
含
ま
れ
る
土
砂

を
辺
野
古
新
基
地

建
設
に
使
わ
せ
る

な
」
な
ど
の
訴
え

が
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
新
聞
な
ど

で
コ
ラ
ム
を
掲
載

し
て
い
る
宮
子
あ
ず
さ
さ
ん

（
看
護
師
）
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ

禍
の
前
か
ら
医
療
は
崩
壊
寸
前

だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
患

者
の
増
加
に
よ
る
医
療
崩
壊
を
、

個
人
の
感
染
対
策
不
足
の
せ
い

に
す
る
政
府
の
姿
勢
は
、
責
任

回
避
的
。
病
気
に
な
っ
た
個
人

を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
医

療
費
削
減
に
ば
か
り
躍
起
に
な
っ

て
き
た
政
策
を
批
判
す
る
医
療

者
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
医
療

現
場
の
み
な
ら
ず
国
民
心
理
に

訴
え
る
す
ば
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ

が
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
、

再
び
非
常
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
る
中
、
国
労
東
日

本
本
部
は
１
月
23
日
に
、

組
織
部
長
会
議
、
業
務
部

長
・
職
協
代
表
者
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
会
議
も
Ｗ
ｅ
ｂ

で
各
地
方
本
部
と
結
び
、

各
地
本
事
務
所
か
ら
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｗｅｂを活用し
会議開催

感染拡大防止三密防止

就業規則の改正
などについて

［年休付与の増加など］

［ＪＥＳＳより提案］

提
案
時
の
主
な
や
り
と
り


